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暖房器具からの火災や事故に注意!!
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　寒さの厳しい日が続きます。この季節、暖房器具などによる火災が発生しやす
く、空気が乾燥し被害が大きくなる時期でもあります。また石油ストーブやファンヒー
ター、ガスストーブなどの暖房器具は、一酸化炭素中毒事故が発生するおそれもありま
す。暖房器具の安全な取り扱い方法や火災を防ぐポイントを確認し、火災や事故を防ぎ
ましょう。

・周囲に衣類や布団などの可燃物を置かない。　
・周囲に不安定なものやスプレー缶などを置かない。
・暖房器具を使用したまま就寝しない。　
・室内を整理整頓しておく。　　
・ストーブなどの上に洗濯物を干さない。　
・石油ストーブなどの給油は、火を完全に消してから行う。　
・燃料がこぼれないようにタンクのキャップをきちんと閉める。　
・適正な給油量を確認しながら給油する。　　・ガソリンなどを誤って給油しないよう確認する。

暖房器具火災を防ごう

　石油ストーブ、ファンヒーターなどの暖房器具は、室内の空気（酸素）を使って燃焼し、排気ガスを
室内に出す仕組みになっています。換気をしないでこれらの暖房器具を使用し続けると、室内の空気が
汚染されるだけでなく、室内の酸素濃度が低下して不完全燃焼が進み、一酸化炭素が急激に増加し、中
毒を引き起こします。室内で暖房器具を使用する時は、定期的に空気を入れ替えることが大切です。

一酸化炭素中毒事故に注意しよう

▲若草幼稚園 ▲大宮聖愛保育園 ▲大宮聖慈保育園

　火災予防運動の一環として、市内の幼年消防クラブで「防火もちつき大会」が行われ、幼年消防クラ
ブ員の園児たちは、みんな一生懸命に 杵 を使い、もちつきをしました。

きね

　参加した消防署職員も園児たちの大きな声援を受け、おいしいおもちをつくことができました。


